
平成22年度補正予算【安心こども基金の積み増し・延長】

社会全体で子育てを支える社会を実現するとともに、就労しながら子育てしたい家庭を支えるため、

待機児童ゼロ等を目指す「子ども・子育てビジョン」 (平成22年 1月 29日閣議決定)の達成に必要

な取り組みを促進 し、保育サービス等の基盤整備を図る。

安′いこども基金について、積み増すとともに実施期限を延長する

※平成23年度末まで延長。なお、保育所の整備事業等については、23年度中に工事に着手し、
24年度に完了等が見込まれる場合には助成対象とする。
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積み増 し・延長の概要<積み増し額 100P億円(厚労省分968億円,文科省分32億円)>
2700億円       ‐

(厚労省分2591億円,文科省分109億円)(厚労省分3559億円,文科省分141億円)

保育サービス等の充実 600億 円
(厚労省分568億円,文科省分32億円)

待機児童の解消を目指す「子ども・子育てビジョ
ン」の目標達成に必要な保育所の整備事業等を実
施 (年間約5万人の受入れ定員増)

児童虐待防止対策の強化  100億 円
子どもの安全確認の強イヒのための補助職員の雇い上
げや広報啓発、児童相談所や市町村の職員の資質の
向上 など

すべての家庭を対象とした

地域子育て支援の充実 300億 円

地域の倉」意工夫により地域の子育て力を育む取組
等を充実
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社会的養護の推進

児童養護施設等の生活環境の改善、職員の資質
の向上、退所児童等の就業支援 など

ひとり親家庭等の支援

厳しい雇用情勢下で、資格取得支援とそのF85の

生活保障、在宅就業支援 など



安lbこども基金における「児童虐待防止対策の強化Jについて
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安lbこども基金の積み1曽 し・延長を行し`、児童の安全確認等のための体制強化など、平成23年
度末までの児童虐待防止対策の強化を図る。

予算額 :100億円    補助率 :定額 (10/10)

l① 児童の安全確認等のための体制強化
1   虐待通告のあつた児童に係る目視による安全確認等強化のための補助職員の配置

② 児童虐待防止対策強化のための広報啓発
児童虐待の通告先等の周知や意識啓発等の広報啓発の実施
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児童相談所や市町村職員等の資質の向上や児童の安全確認等の実践力向上のための研修等の
実施
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④ 児童相談所・市町村の体制強化のための環境改善
備品の整備、システム環境の構築、改修




